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い
の
り
の
美
術

～
人
び
と
が
願
い
を
込
め
た
造
形
～

12
月
21
日（
土
）〔
開
催
中
〕～
平
成
26
年
２
月
16
日（
日
）

　

国
内
各
地
に
は
無
数
の
神
社
仏
閣
が
存
在
し
て
い
ま

す
。
祈
願
や
供
養
、
年
中
行
事
や
祭
事
な
ど
で
、
誰
で
も

一
度
は
お
参
り
を
し
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は

今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
、人
び
と
は
悲
し
い
時
や
苦
し
い
時
、

嬉
し
い
時
や
め
で
た
い
時
な
ど
、
人
生
の
節
目
ご
と
に
神

仏
に
い
の
り
を
捧
げ
て
き
ま
し
た
。

　

太
古
よ
り
篤
い
信
仰
を
受
け
て
き
た
神
仏
た
ち
。
そ
れ

ぞ
れ
宗
派
や
性
格
、
歴
史
は
千
差
万
別
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
日
本
人
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
要
素
と
い
え
ま
す
。

　

従
っ
て
、
宗
教
が
日
本
の
歴
史
と
文
化
に
与
え
た
影
響

は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
し
た
。
特
に
美
術
工
芸
に
お
い

て
は
、
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
、

様
式
の
推
移
・
技
法
の
発
達
な
ど
は
、
宗
教
抜
き
で
は
語

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

信
仰
の
過
程
で
制
作
さ
れ
た
、
膨
大
な
数
の
美
術
工
芸

品
。
そ
れ
ら
は
人
び
と
の
信
心
の
深
さ
を
表
す
と
と
も

に
、
そ
の
地
域
の

歴
史
や
文
化
を
物

語
る
、
貴
重
な
文

化
財
で
も
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
現
代
作

家
た
ち
に
と
っ
て

も
宗
教
は
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、

今
日
で
も
様
々
な

切
り
口
で
新
し

い
作
品
が
誕
生

し
続
け
て
い
ま

す
。

　

本
展
で
は
、

当
館
所
蔵
品
お

よ
び
寄
託
品
よ

り
、
地
域
に
古

く
よ
り
伝
来
す
る
仏
画
や
現
代
作
家
が
制
作
し
た
仏
像
な

ど
、
古
今
の
様
々
な
「
い
の
り
」
に
関
す
る
作
品
を
、
絵

画
と
彫
刻
を
通
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
何
か
と
話
題
の
、
能
登
七
尾
出
身
で
桃
山
時

代
に
活
躍
し
た
絵
師
・
長
谷
川
等
伯
（
１
５
３
９
～

１
６
１
０
）。
彼
も
若
い
頃
は
、
能
登
で
仏
画
を
描
い
て

い
ま
し
た
。
今
回
は
、
等
伯
や
そ
の
一
門
「
長
谷
川
派
」

絵
師
の
仏
画
も
あ
わ
せ
て
５
点
展
示
中
で
す
の
で
、
関
心

の
あ
る
方
は
お
見
逃
し
な
く
。

同
時
開
催

織
部
焼 

～
そ
れ
は
、
時
代
を
う
つ
し
た
や
き
も
の
～

　

桃
山
時
代
。
織
田
信
長
・
豊
臣
秀
吉
・
徳
川
家
康
と
い

う
３
著
名
人
が
活
躍
し
た
時
代
だ
と
い
う
こ
と
は
、
皆
さ

ん
ご
存
知
で
し
ょ
う
。
桃
山
時
代
は
、
日
本
の
歴
史
の
中

で
は
一
瞬
と
い
え
る
僅
か
60
年
ほ
ど
の
期
間
で
す
が
、
先

の
３
人
を
は
じ
め
と
し
た
武
将
た
ち
な
ど
に
よ
っ
て
、
近

世
へ
の
扉
が
押
し
開
か
れ
た
革
新
的
な
時
代
で
し
た
。

　

そ
れ
は
文
化
面
に
も
大
き
く
影
響
し
、
武
将
好
み
の
絢

爛
豪
華
で
力
強
い
美
術
工
芸
が
流
行
。
工
芸
に
お
い
て
は

斬
新
な
や
き
も
の
が
各
地
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

中
で
も
特
筆
さ
れ
る
の
が
織
部
焼
で
す
。

　

織
部
焼
は
当
時
の
大
茶
人
・
古
田
織
部
（
１
５
４
４
～

１
６
１
５
）
の
名
を
冠
し
た
と
い
わ
れ
る
美
濃
国
（
岐
阜

県
）
で
制
作
さ
れ
た
や
き
も
の
。「
ヘ
ウ
ケ
モ
ノ
」
と
呼

ば
れ
る
、
歪
ん
だ
形
状
に
代
表
さ
れ
る
自
由
奔
放
な
造
形

は
、
桃
山
時
代
の
自
由
闊
達
な
気
風
を
、
現
在
に
余
す
と

こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

七
尾
市
出
身
の
実
業
家
・
池
田
文
夫
氏
（
１
９
０
７
～

８
７
）
が
蒐
集
し
た
当
館
所
蔵
品
の
中
核
「
池
田
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
に
は
、
織
部
焼
を
は
じ
め
と
し
た
美
濃
の
や
き

も
の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
同
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
、
桃
山
文
化
を
象
徴

す
る
や
き
も
の
で
あ
る
織
部
焼
を
中
心
に
一
部
関
連
の
や

き
も
の
も
あ
わ
せ
て
展
示
、
そ
の
多
彩
な
意
匠
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

◇
共
通
観
覧
料 

平
成
26
年
１
月
４
日
（
土
）
〜

　
　
　
　
　
　

３
月
30
日
（
日
）

休
館
日
に
つ
い
て
は
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「三千仏画像」　七尾市・印鑰神社蔵

「総社三番叟図額」（部分）
七尾市・古府町会蔵

「愛宕権現図」
長谷川信春（等伯）

当館蔵

「織部木瓜形鉢」
当館蔵（池田コレクション）

「織部梅画角台付向附」
当館蔵（池田コレクション）
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み
ち
は
つ
づ
く

新
収
蔵
品
展

３
月
１
日
（
土
）
～
４
月
６
日
（
日
）

み
ち
は
つ
づ
く

　

大
地
は
、
人
や
動
物
が
往
来
を
繰
り
返
す
う
ち
に
踏
み

固
め
ら
れ
、
そ
の
痕
跡
と
し
て
道
が
で
き
ま
す
。
や
が
て

道
は
、
人
間
の
手
に
よ
っ
て
石
や
レ
ン
ガ
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
な
ど
で
舗
装
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
毎
日
、
様
々
な
「
み
ち
」
を
行
き
ま
す
。
な

ぜ
「
み
ち
」
を
行
く
の
か
。
そ
れ
は
「
み
ち
」
の
先
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
指
す
も
の
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
我
が

家
で
あ
っ
た
り
、
仕
事
場
で
あ
っ
た
り
、
ホ
ッ
と
す
る
場

所
で
あ
っ
た
り
。
時
に
は
未
来
で
も
あ
っ
た
り
。

　
「
み
ち
」の
途
中
で
多
く
の
人
々
が
出
会
い
、す
れ
違
い
、

そ
し
て
立
ち
ど
ま
る
。
そ
の
瞬
間
に
、
い
つ
も
の
風
景
が

さ
っ
き
ま
で
と
は
全
く
異
な
っ
て
見
え
て
く
る
…
そ
ん
な

こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
「
み
ち
」
は
日
々
変
化
し
ま
す
が
、
作
品
の
中
で
は
、

そ
の
姿
を
留
め
て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
当
館
が
所
蔵
す
る
約
20
点
の
絵
画
作
品
よ

り
、
自
然
の
中
に
、
街
角
に
、
心
の
中
に
あ
る
「
み
ち
」

を
紹
介
予
定
で
す
。

新
収
蔵
品
展

　

平
成
７
年
に
３
５
６
点
の
収
蔵
品
で
ス
タ
ー
ト
し
た
当

館
で
す
が
、
以
降
、
毎
年
継
続
し
て
新
し
い
作
品
を
収
蔵

し
、
そ
の
点
数
、
質
と
も
に
充
実
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
で
は
、
開
館
当
時
の
お
お
よ
そ

倍
に
あ
た
る
、
６
７
７
点
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多

く
は
、
所
蔵
者
の
皆
様
や
作
家
ご
自
身
か
ら
の
ご
寄
附
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

平
成
23
・
24
・
25
年
度
の
３
年
間
に
わ
た
り
、
新
た
に

収
蔵
さ
れ
た
作
品
は
購
入
１
点
、
寄
附
56
点
の
計
57
点
。

本
展
で
は
そ
の
中
か
ら
、未
公
開
作
品
を
中
心
に
日
本
画
・

洋
画
・
工
芸
・
書
の
約
30
点
を
紹
介
予
定
で
す
。

【
展
示
作
家
】

●
日
本
画　

曲
子
光
男
・
百
々
俊
雅
・
曲
子
明
良
・
中
町　

力

●
洋
画　
　

寺
戸
恒
晴
・
村
田
省
蔵
・
中
村
静
勇
・
田
井　

淳

　
　
　
　
　

榎
本
友
康

●
工
芸　
　

木
谷
信
熾
・
山
岸
一
男

●
書　
　
　

高
木
聖
鶴

※
第
３
展
示
室
の
１
室
で
は
、「
池
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

　

を
展
示
し
ま
す
。

◇
観
覧
料

個　

人

団　

体

一　

般

３
５
０
円

２
８
０
円

大
高
生

２
８
０
円

２
２
０
円

※
中
学
生
以
下
無
料
・
団
体
は
20
名
以
上
で
す
。

「帰らない日」　加戸ひとみ「島影」　曲子明良

「招く日」　百々俊雅

「市場」　村田省蔵

お
知
ら
せ

２
０
１
３
年
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
「
展
覧
会
の
ご
案
内
」
で
は
、
本

展
の
開
催
期
間
を
４
月
20
日
ま
で
と
記
載
し
て
あ
り
ま
す
が
、
都
合
に

よ
り
４
月
６
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
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友
の
会
美
術
講
座

　
～
や
さ
し
い
篆
刻
（
中
級
編
）
～

　

絵
手
紙
・
書
画
作
品
に
も
見
ら
れ
る
篆
刻
作
品
の
魅
力

は
、
そ
の
味
わ
い
深
い
文
字
の
形
に
あ
り
ま
す
。

　

本
講
座
は
、
昨
年
開
催
し
好
評
だ
っ
た
篆
刻
講
座
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
編
で
、
２
日
間
１
講
座
と
し
、
２
本
の
印

を
作
成
し
ま
す
。
初
回
、
１
日
目
に
『
模
刻
』
を
し
て
印

の
見
ど
こ
ろ
を
学
ん
だ
後
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
印
を
印
稿
（
印

の
原
稿
）
デ
ザ
イ
ン
か
ら
作
り
、
完
成
さ
せ
ま
す
。

※
『
模
刻
』
…
篆
刻
作
品
の
名
作
を
ま
ね
て
彫
る
こ
と
。
絵
画
、
書
に

　

お
け
る
模
写
と
同
じ
。

　

講
師
は
、
毎
日
書
道
会
や
石
川
県
美
術
文
化
協
会
な
ど

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
七
尾
市
在
住
の
書
家
・
大
場
濯
川
先

生
で
す
。
制
作
を
と
お
し
て
篆
刻
へ
の
理
解
を
深
め
ま
せ

ん
か
？
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

日　

時
…
平
成
26
年
２
月
９
日
（
日
）
及
び
16
日
（
日
）

　
　
　
　

両
日
と
も
午
後
１
時
～
午
後
５
時
頃

場　

所
…
楽
屋
（
ア
ー
ト
ホ
ー
ル
横
）

指　

導
…
大
場
濯
川
先
生
（
書
家･

石
川
県
書
美
術
連
盟
会
員
）

対　

象
…
当
館
友
の
会
会
員

　
　
　
　
　

※
会
員
同
伴
者
１
名
ま
で
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費
…
①
３
，０
０
０
円
（
道
具
・
材
料
費
等
）

　
　
　
　

②
昨
年
参
加
の
方
ま
た
は
篆
刻
経
験
者
の
方

　
　
　
　
　

で
道
具
等
を
お
持
ち
の
方
は
１
，０
０
０
円

※
友
の
会
会
員
以
外
の
方
は
①
②
の
金
額
に
平
成
26
年

　

度
会
費
１
，０
０
０
円
加
算
と
な
り
ま
す
。

定　

員
…
10
名
（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）

持
ち
物
…
エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
汚
れ
て
も
良
い
上
着
、軍
手
、

　
　
　
　

飲
物
、
鏡
（
ハ
ガ
キ
大
程
度
・
ス
タ
ン
ド
式
）

募
集
期
間
…
１
月
４
日
（
土
）
～
31
日
（
金
）

　
　
　
　
　

※
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

七
尾
美
術
館
☎
０
７
６
７
（
53
）
１
５
０
０

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

ボランティア研修旅行
　当館の監視員はボランティアスタッフを中心に運営していま
す。そこで毎年、ボランティアさんを対象とした研修旅行を実
施しています。今回は10月７日（月）に、ボランティアさん16
名と職員３名で金沢へ行ってきました。秘かに設けたテーマは

「加賀を知る」。
　まず最初は、石川県立美術館にて「俵屋宗達と琳派」展を鑑賞。
同館長で当館の館長でもある嶋崎館長の特別解説付きで、じっ
くりと見学できました。多くの名品を所蔵する県立美術館は展
示点数も多く、所蔵品展も見学していたら、あっと言う間にラ
ンチタイムに…。

―　ランチ＆お買い物タイム・終了　―
　食後は眠くなる危険があるので、手を動かしていただこうと、
お次は石川県観光物産館にて「加賀八幡起上り」の絵付け体験。
５色の人形から１体選び、絵付けするのですが、可愛くなる人
形と、到達点が見えなくなる人形が…。

　「つくる」ことを体
験した後は、宗桂会館
へ移動し、金工作家の
前田真知子さんに加賀
象嵌の解説や制作実演
を見せていただき、象
嵌の体験にもチャレン
ジしました。
　来年は、どこにいき
ましょうか？

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展
報
告

　

七
尾
市
立
徳
田
保
育
園
児
の
元

気
な
太
鼓
演
奏
で
幕
を
開
け
た

２
０
１
３
年
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展

は
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ

き
、
11
月
８
日
（
金
）
か
ら
12
月

15
日
（
日
）
ま
で
の
会
期
を
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

関
連
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ

ん
で
、
絵
本
の
会
も
こ
も
こ
さ
ん

の
「
か
ん
た
ん
絵
本
を
作
ろ
う

よ
！
」、
野
間
成
之
さ
ん
の
「『
の

ま
り
ん
』
の
紙
芝
居
劇
場
」、
Ｎ

Ｐ
О
法
人
ぽ
っ
か
ぽ
か
さ
ん
の

「
お
は
な
し
劇
場
」
で
は
、
皆
さ

ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
外
や
、
県
外
か
ら
も
ご
参
加
い

た
だ
き
、
新
た
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
展

の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た

方
も
、
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

イ
ラ
ス
ト
を
仕
事
と
し
て
い
る

プ
ロ
の
方
か
ら
、
初
め
て
美
術
館

に
訪
れ
る
方
ま
で
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

展
の
お
客
様
は
層
の
幅
が
広
く
、

様
々
な
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
展
示
室
で
元
気

よ
く
鑑
賞
す
る
子
ど
も
た
ち
を
、

暖
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お

客
様
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

「加賀八幡起上り」可愛くな～れ !!

　　　石川県立美術館にて集合写真

前田さんの実演を真剣に見学 かんたん絵本を作ろうよ！

徳田保育園児の太鼓演奏

「のまりん」の紙芝居劇場

おはなし劇場
「こぶとりじいさん」

参
加
者
大
募
集
！
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ア
ー
ト
ホ
ー
ル

　
　
お
別
れ
発
表
会

	

２
月
22
日
（
土
）　

開
演　

午
前
９
時
30
分

　

小
丸
山
保
育
園
の
発
表
会
が
あ
り
ま
す
。
12
月
の
発
表

会
か
ら
、
さ
ら
に
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。
可
愛
い
１
歳
児
や
、
１
年
生
に
な
る
年
長

児
の
り
り
し
い
姿
な
ど
、
楽
し
い
発
表
会
で
す
。

主　

催　

小
丸
山
保
育
園

連
絡
先　

島
崎　
　
　
　

☎
０
７
６
７
（
53
）
３
７
０
０

　
　
小
丸
山
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
発
表
会 

	

３
月
１
日
（
土
）　

開
演　

午
前
９
時
30
分

　
「
あ
ゝ
七
尾
城
」
の
詩
舞
や
琴
の
演
奏
、
手
話
な
ど
１

年
を
通
し
て
学
ん
で
き
た
こ
と
や
、
自
分
た
ち
が
や
り
た

い
と
選
ん
だ
演
目
を
発
表
し
ま
す
。
児
童
ク
ラ
ブ
な
ら
で

は
の
一
つ
の
取
り
組
み
を
見
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

主　

催　

小
丸
山
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

連
絡
先　

原
範
子　
　
　

☎
０
７
６
７
（
52
）
３
７
１
０

卜
部
啓
子
ピ
ア
ノ
教
室
・
達
し
の
ぶ
音
楽
教
室

　
　
　
　
　
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

	

３
月
23
日
（
日
）　

開
演　

午
後
１
時
30
分

　

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
す
る
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
で

す
。
ソ
ロ
演
奏
、
親
子
連
弾
、
先
生
と
の
連
弾
な
ど
に
挑

戦
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

主　

催　

卜
部
啓
子
ピ
ア
ノ
教
室
門
下
生
・
達
し
の
ぶ
音

　
　
　
　

楽
教
室
門
下
生

連
絡
先　

達
し
の
ぶ　
　

☎
０
７
６
７
（
62
）
３
４
９
７

全
館
　
予
告

　
　
輪
島
塗
・
角
野
岩
次
回
顧
展

	

４
月
11
日
（
金
）
～
20
日
（
日
）
会
期
中
無
休

	

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

　

角
野
岩
次
氏
（
１
９
２
５
～
２
０
１
３
）
は
輪
島
市
出

身
の
漆
芸
家
。
20
歳
で
叔
父
の
沈
金
師
・
牧
野
清
吉
に
師

事
し
、
24
歳
時
に
日
展
で
初
入
選
を
果
た
し
ま
す
。

　

そ
の
後
も
日
展
や
日
本
新
工
芸
展
、
日
光
会
展
な
ど
で

活
躍
し
、
昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）
の
第
４
回
日
本
新
工

芸
展
で
は
「
象
嵌
春
の
音
盤
」
が
内
閣
総
理
大
臣
賞
、
同

60
年
の
第
17
回
日
展
で
は
「
朧
な
る
」
が
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

　

日
展
評
議
員
や
日
工
会
常
務
理
事
な
ど
要
職
を
歴
任

し
、
沈
金
の
応
用
技
法
で
あ
る
沈

金
象
嵌
の
表
現
を
生
涯
に
わ
た
っ

て
追
求
し
た
氏
。
同
技
法
の
名
手

と
し
て
知
ら
れ
、
丁
寧
に
幾
重
に

も
彫
り
重
ね
ら
れ
た
色
漆
や
金
銀

粉
に
よ
る
重
厚
さ
が
作
品
の
持
ち

味
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

氏
は
惜
し
く
も
昨
年
９
月
に
亡

く
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
度
そ

の
あ
ゆ
み
を
紹
介
す
る
回
顧
展
を

開
催
し
ま
す
。
若
年
期
か
ら
晩
年

期
に
至
る
様
々
な
作
品
約
１
５
０

点
を
展
示
し
、
漆
芸
に
捧
げ
た
氏

の
生
涯
を
紹
介
予
定
で
す
。

　

な
お
、
展
覧
会
の
詳
細
は
次
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

観
覧
料　

一　

般
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

　
　
　
　

大
高
生
３
５
０
円
（
３
０
０
円
）

　
　
　
　
※
中
学
生
以
下
無
料
・（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団
体
料
金

主　

催　
一
般
社
団
法
人　

能
登
文
化
観
光
資
源
活
性
化
財
団

連
絡
先　

☎
０
７
６
７
（
62
）
１
１
６
１

長
谷
川
等
伯
展
特
別
講
演
会
報
告

　
「
等
伯
と
大
徳
寺

― 

障
屏
画
を
め
ぐ
っ
て 

―
」

　
　
　
　
　
　
　

講
師　

武
田　

恒
夫 

氏
（
美
術
史
家
）

　

か
つ
て
室
町
時
代
の
障
壁
画
を
考
え
た
時
に
、
画
体
と

い
う
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
今
日
は
そ
の
お

話
し
も
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
等
伯
の
画
歴
は
、
信
春
の

絵
仏
師
と
し
て
の
能
登
時
代
前
期
、
京
都
へ
出
て
か
ら
の

後
期
、
そ
れ
か
ら
等
伯
時
代
と
い
う
、
大
体
三
つ
に
分
け

て
考
え
た
方
が
、
画
体
問
題
を
考
え
た
時
に
も
当
て
は
ま

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

信
春
後
期
、
京
都
へ
来
て
本
法
寺
な
ど
を
頼
る
一
方
、

大
徳
寺
関
係
の
禅
僧
と
豊
か
な
交
流
を
は
じ
め
て
い
た
。

そ
の
禅
僧
ら
に
等
伯
を
紹
介
す
る
仲
立
ち
に
な
っ
た
千
利

休
も
、
大
徳
寺
の
名
僧
た
ち
も
、
堺
か
ら
出
て
い
る
。
堺

が
明
国
と
の
最
も
中
心
と
な
る
貿
易
港
で
、
盛
ん
に
中
国

の
名
品
が
入
っ
て
く
る
。
そ
の
堺
の
人
々
と
の
接
触
が
、

や
が
て
等
伯
が
茶
の
湯
の
席
で
中
国
伝
来
の
、
特
に
漢
画

や
水
墨
画
の
名
品
に
触
れ
る
機
会
を
得
て
、
一
気
に
漢
画

に
対
す
る
意
欲
が
生
じ
、
そ
し
て
、
そ
れ
へ
の
理
解
を
深

め
、
そ
の
理
解
が
や
が
て
制
作
へ
の
意
欲
を
掻
き
立
て
、

さ
ら
に
業
績
と
し
て
仕
上
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
信
春

後
期
の
、
大
き
な
特
色
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

等
伯
が
突
然
天
正
17
（
１
５
８
９
）
年
に
大
徳
寺
の
金

毛
閣
、
三
門
の
絵
を
仕
上
げ
、
塔
頭
の
三
玄
院
に
水
墨
画

36
面
を
描
い
た
、
天
下
に
知
れ
渡
っ
た
等
伯
の
最
初
の
仕

貸
館
催
し
物
案
内

入
場
無
料

入
場
無
料

入
場
無
料

「寿松」　角野岩次　加賀屋蔵

会
期
・
料
金
等
展
覧
会
内
容
は
変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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事
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
、
各
種
の
仕
事

を
巷
の
需
要
に
応
え
て
描
い
て
い
た
と
い
う
程
度
で
済
ま

さ
れ
て
い
い
の
か
。
京
都
へ
来
て
、
水
墨
画
に
目
覚
め
て

意
欲
を
高
め
、
そ
れ
を
制
作
す
る
と
い
う
過
程
を
経
た
。

当
然
そ
の
時
期
に
、
彼
な
り
の
大
き
な
仕
事
が
あ
っ
た
は

ず
で
は
な
い
か
と
、
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
天
正
10
年
に
亡
く
な
っ
た
信
長
の
菩
提

を
弔
う
た
め
、
そ
の
翌
年
秀
吉
が
建
て
た
大
徳
寺
塔
頭
の

総
見
院
で
す
。
現
在
遺
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
等
伯
が
中
之

間
・
礼
之
間
・
檀
那
之
間
に
、
山
水
・
山
水
猿
猴
、
芦
雁

を
描
い
た
と
い
う
記
録
が
あ
り
、
こ
れ
は
捨
て
が
た
い
内

容
で
す
。
天
下
人
の
菩
提
寺
に
、
狩
野
派
を
差
し
置
い
て

等
伯
が
描
い
た
こ
と
が
事
実
で
あ
る
と
、
こ
れ
は
話
が
か

な
り
変
わ
っ
て
く
る
。
信
春
は
京
都
へ
来
て
、
30
歳
代
に

活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
総
見
院
は
45
歳
頃
で
す
か
ら
、

あ
れ
だ
け
の
天
才
的
な
画
家
が
総
見
院
に
描
い
た
と
い
う

の
は
、
決
し
て
荒
唐
無
稽
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
が
、

や
が
て
等
伯
の
仕
事
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
い
う
、
期
待
を
も
た
せ
る
段
階
で
の
お
話
し

で
す
。

　

信
長
も
秀
吉
も
茶
の
湯
の
熱
烈
な
愛
好
者
で
、
そ
う
い

う
彼
ら
の
気
持
ち
を
支
え
て
い
た
の
が
千
利
休
で
す
。
狩

野
派
の
記
録
『
本
朝
画
史
』
に
は
、
利
休
は
狩
野
派
を
よ

ろ
し
く
思
わ
ず
、
狩
野
派
を
謗
っ
た
と
あ
る
。
だ
か
ら
、

利
休
が
等
伯
を
信
長
や
秀
吉
に
推
薦
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
充
分
有
り
得
た
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
想
像
の
域
で
す

が
、
天
正
10
年
頃
ま
で
に
は
、
す
で
に
そ
う
い
う
可
能
性

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
美
術
史
の
方
か
ら
、
近
江
の
安
土
城
は
信
長

の
最
後
の
大
仕
事
と
な
り
ま
し
た
。
天
正
４
年
か
ら
７
年

く
ら
い
に
か
け
て
、
狩
野
派
は
そ
の
仕
事
に
総
力
を
挙
げ

て
向
か
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
京
都
で
は
当
然
狩
野
派
に

代
わ
る
存
在
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
つ
ま
り
、
等
伯

で
す
。
信
長
を
弔
う
総
見
院
が
出
来
る
段
階
で
、
秀
吉
が

等
伯
に
描
か
せ
た
こ
と
が
、
有
り
得
た
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

話
を
戻
し
て
、
こ
の
時
期
に
信
春
は
漢
画
に
興
味
を
も

ち
、
手
掛
け
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
等
伯
時
代
に
入
っ
て

ま
ず
志
し
た
こ
と
は
、
一
歩
進
ん
で
一
派
を
つ
く
る
と
い

う
こ
と
。
こ
れ
が
大
切
な
仕
事
で
あ
っ
て
、
後
の
智
積
院

な
ど
は
見
事
な
等
伯
一
派
の
成
果
と
な
る
。
等
伯
は
総
見

院
を
描
く
以
前
に
、仏
画
や
肖
像
画
と
い
っ
た
段
階
か
ら
、

新
し
い
手
法
に
よ
る
漢
画
に
興
味
を
持
ち
、
制
作
し
だ
し

た
。
そ
の
例
を
、
ス
ラ
イ
ド
で
お
見
せ
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
が
等
伯
の
漢
画
で
す
。
こ
れ
（
②
岡
山
県
立
美
術

館
蔵
、
信
春
筆
「
達
磨
図
」）
は
達
磨
自
体
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
描
い
た
も
の
、
こ
ち
ら
（
①
龍
門
寺
蔵
、
信
春
筆

「
達
磨
図
」）
は
尊
像
と
し
て
の
達
磨
で
す
。
①
は
一
休
の

弟
子
で
画
僧
で
も
あ
っ
た
墨
溪
の
描
い
た
達
磨
像
を
写
し

取
っ
た
も
の
で
、
形
は
似
て
い
ま
す
が
、
筆
法
は
全
然
違

う
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
上
の
達
磨
と
、
礼
拝
の
達
磨
像
と
の
違

い
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
信
春
が
、
漢
画
と
い
う

も
の
を
描
き
だ
し
た
と
い
う
段
階
で
の
違
い
も
出
て
き
て

い
る
。
①
は
水
墨
画
の
技
法
を
熟
知
し
た
、
手
慣
れ
た
筆

さ
ば
き
。
い
か
に
も
等
伯
ら
し
い
、
シ
ャ
ー
プ
な
筆
使
い

で
す
。
一
見
す
る
と
、
②
の
方
が
水
墨
画
を
描
き
始
め
た

頃
の
作
風
と
思
い
ま
す
が
、
落
款
か
ら
し
ま
す
と
②
の
鼎

形
印
の
方
が
等
伯
時
代
に
近
い
印
章
で
あ
る
。
そ
の
通
り

に
な
る
べ
く
形
を
写
し
取
る
の
が
模
本
、
模
写
で
す
が
、

①
は
そ
の
意
を
自
分
な
り
に
受
け
止
め
る
と
い
う
筆
受
で

す
。
こ
の
筆
受
は
非
常
に
大
切
で
、雪
舟
の
『
山
水
長
巻
』

も
、
一
番
最
後
に
「
筆
受
」
と
い
う
用
語
が
出
て
く
る
。

そ
れ
と
同
じ
く
、
ほ
と
ん
ど
形
は
同
じ
で
す
が
、
筆
さ
ば

き
は
違
う
。
そ
れ
に
対
し
て
②
は
、
重
々
し
い
感
じ
で
慎

重
に
描
い
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
見
た

形
の
上
で
の
感
想
で
す
が
、
二
つ
の
違
い
も
含
め
て
お
話

し
し
ま
し
た
。

　

次
ど
う
ぞ
。
信
春
時
代
の
「
牧
馬
図
」（
東
京
国
立
博

物
館
）
は
、全
く
変
わ
っ
て
大
和
絵
的
な
図
様
構
成
で
す
。

こ
の
画
面
構
成
、
平
面
的
な
場
を
作
り
、
そ
こ
に
野
筋
で

連
ね
て
い
く
。
こ
れ
は
大
和
絵
に
お
い
て
よ
く
使
わ
れ
る

手
法
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
背
の
ひ
ょ
ろ
長
い
喬
木
が
両

端
に
あ
っ
て
画
面
の
構
図
を
抑
え
る
。
こ
れ
は
あ
る
意
味

で
は
漢
画
的
な
手
法
で
す
。
大
画
面
を
大
和
絵
風
に
こ
な

し
、
し
か
も
そ
の
構
図
の
引
き
締
め
を
大
木
で
は
か
る
。

大
和
絵
の
大
画
面
を
、
す
で
に
信
春
時
代
に
マ
ス
タ
ー
し

て
い
た
と
い
う
例
で
す
。

　

次
ど
う
ぞ
。
こ
れ（
妙
覚
寺
蔵
、信
春
筆「
花
鳥
図
」）は
、

漢
画
的
な
梅
の
木
で
ま
と
め
た
作
品
に
、
池
は
あ
る
意
味

で
大
和
絵
風
な
水
景
手
法
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
描
き

方
は
等
伯
に
な
っ
て
か
ら
大
成
さ
れ
ま
す
。
こ
う
い
う
も

の
を
信
春
時
代
に
成
功
さ
せ
、
続
い
て
等
伯
時
代
に
打
ち

出
し
た
真
行
草
が
、
実
は
一
派
を
作
る
大
き
な
支
え
に
な

る
と
い
う
、
前
提
に
な
っ
て
い
る
訳
で
す
。
大
和
絵
の
手

法
を
使
い
、
一
方
で
は
漢
画
を
描
く
。
こ
れ
が
智
積
院
で

の
成
功
の
大
き
な
理
由
に
な
り
ま
す
。
等
伯
時
代
に
等
伯

の
筆
様
、
等
伯
様
の
画
体
が
突
然
成
立
し
た
と
み
る
の
で

は
な
く
、
信
春
時
代
に
お
い
て
画
体
へ
の
構
想
が
、
す
で

に
成
立
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
特
に
申
し
上
げ
た
か
っ

た
の
で
す
。

　

次
に
等
伯
時
代
に
移
っ
て
、
天
正
17
年
に
等
伯
と
い
う

名
前
が
一
気
に
躍
り
出
て
く
る
。
こ
の
年
に
大
徳
寺
塔
頭

の
三
玄
院
に
、
36
面
に
わ
た
る
水
墨
の
山
水
画
も
描
い
て

い
る（
現 

樂
美
術
館
、圓
徳
院
蔵
）。住
持
の
春
屋
宗
園
は
、

禅
院
は
風
流
の
場
で
は
な
い
と
、
桐
の
紋
を
打
ち
付
け
て

絵
を
拒
否
し
た
訳
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
訪
ね
て
、
た
ま
た

ま
和
尚
が
居
な
い
と
聞
き
、
急
い
で
帋
（
紙
）
に
水
墨
を

乱
点
し
た
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
（
樂
美
術
館
蔵
「
松
林

架
橋
図
」）
は
国
宝
の
「
松
林
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

に
近
い
。
つ
ま
り
、
等
伯
時
代
に
入
っ
た
直
後
に
、
す
で

に
彼
が
こ
う
い
う
草
体
画
を
心
得
て
い
た
と
い
う
、
重
要

な
史
料
に
な
る
。
そ
し
て
、
後
で
許
さ
れ
て
真
体
の
山
水

（
圓
徳
院
蔵
「
山
水
図
」
の
冬
景
）
を
描
き
加
え
て
お
り

ま
す
。
つ
ま
り
こ
の
年
に
は
、
彼
が
水
墨
の
真
と
草
と
い

う
も
の
を
心
得
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
え
な
い
。
と
い

う
こ
と
は
、
彼
が
す
で
に
信
春
時
代
か
ら
水
墨
画
の
画
体

を
、心
得
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。

　

そ
の
真
行
草
と
は
一
体
な
ん
な
の
か
、こ
れ
が
つ
ま
り
、

当
時
の
狩
野
派
が
全
盛
を
誇
っ
た
理
由
の
一
つ
で
は
な
い

か
。狩
野
元
信
が
真
行
草
と
い
う
画
体
方
式
を
開
発
し
た
。

正
信
で
は
真
行
草
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
中
国
名
家
の

筆
様
を
筆
受
す
る
や
り
方
で
す
。
そ
れ
を
元
信
は
、
元
信

様
の
真
行
草
と
い
う
も
の
を
打
ち
立
て
、
例
え
ば
玉
澗
様

は
元
信
様
の
草
体
、
馬
遠
様
は
元
信
様
の
真
体
、
牧
谿
様
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は
元
信
様
の
行
体
に
切
り
か
え
る
。
元
信
様
の
三
つ
の
画

体
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
狩
野
派
の
共
同
制
作
に

向
わ
せ
た
。
何
故
か
と
い
い
ま
す
と
、中
世
の
中
期
以
後
、

大
き
な
殿
堂
や
書
院
造
り
が
発
展
し
、
い
く
つ
か
の
建
物

の
中
に
ま
た
い
く
つ
も
の
部
屋
が
成
立
す
る
。
す
る
と
、

そ
れ
だ
け
多
く
の
障
屛
画
の
必
要
が
お
こ
っ
て
く
る
。
馬

遠
様
、
夏
珪
様
と
か
い
う
の
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
。
つ

ま
り
元
信
様
の
真
行
草
と
い
う
画
体
方
式
を
作
り
、
そ
れ

を
多
く
の
門
弟
た
ち
に
教
え
、
元
信
様
の
画
体
で
描
き
分

け
さ
せ
る
訳
で
す
。
こ
れ
が
、
狩
野
派
が
室
町
末
か
ら
近

世
初
期
に
か
け
て
発
展
し
た
大
き
な
理
由
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
や
が
て
色
ん
な
派
を
生
み
、
そ
の
最

も
有
力
な
も
の
が
長
谷
川
派
で
あ
っ
た
。
等
伯
は
信
春
時

代
、
す
で
に
そ
う
い
う
画
体
方
式
を
狩
野
派
か
ら
学
ん
で

い
る
。
つ
ま
り
天
正
17
年
に
は
、
一
派
を
構
え
る
だ
け
の

等
伯
様
の
真
行
草
と
い
う
も
の
を
持
ち
、
一
門
を
作
る
だ

け
の
体
制
を
整
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
、
想
定
で
き
る

訳
で
あ
り
ま
す
。

　

天
正
18
年
、
内
裏
の
改
造
に
あ
た
り
、
狩
野
派
が
制
作

を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
、
等
伯
が
割
り

込
も
う
と
し
て
、
狩
野
派
一
派
が
公
家
の
勧
修
寺
晴
豊
を

通
じ
て
抑
え
さ
せ
た
と
史
料
に
あ
る
。
等
伯
一
派
が
狩
野

派
と
対
抗
す
る
だ
け
の
大
き
な
存
在
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
、
信
春
時
代
か
ら
か
な
り
の
実
力
を
持
っ
て
い

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
年
、
秀
吉
が
実
母
大
政
所

の
菩
提
寺
・
天
瑞
寺
を
造
っ
た
時
に
、
金
碧
の
濃
彩
画
を

狩
野
永
徳
が
一
人
で
引
き
受
け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の

翌
年
、
秀
吉
長
男
の
菩
提
寺
祥
雲
禅
寺
の
障
壁
画
が
、
等

伯
一
派
に
任
せ
ら
れ
る
と
、
こ
の
段
階
で
長
谷
川
派
が
完

璧
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ

を
証
明
す
る
の
が
、
有
名
な
現
・
智
積
院
所
蔵
の
襖
絵
群

で
す
。永
徳
が
天
瑞
寺
を
一
人
で
描
い
た
の
と
は
違
っ
て
、

等
伯
は
一
門
を
引
き
連
れ
て
、
み
ん
な
で
描
き
分
け
た
と

い
う
例
で
、
全
て
真
体
で
す
。「
松
に
秋
草
」
の
松
の
描

き
方
な
ど
は
実
に
堂
々
た
る
も
の
で
、等
伯
の
作
品
で
す
。

「
松
に
立
葵
」
は
、
幹
や
葉
の
描
き
方
に
等
伯
と
は
違
う

手
さ
ば
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
信
春
か
ら
名
前
を

変
え
て
僅
か
２
、３
年
後
、
す
で
に
こ
れ
だ
け
の
大
き
な

仕
事
を
等
伯
一
門
の
総
出
演
で
描
い
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
等
伯
様
の
画
体
の
代
表
作
に
つ
い
て
ふ
れ
て
み

ま
す
。
先
ず
は
、
禅
林
寺
の
「
波
濤
図
」
で
す
。
こ
の
岩

と
波
、
等
伯
の
真
体
画
は
い
か
に
独
特
で
あ
る
か
。
ま
る

で
鉈
（
な
た
）
で
岩
を
割
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
、
何
れ
も

狩
野
派
と
は
違
う
性
格
の
も
の
で
す
。そ
う
か
と
思
え
ば
、

そ
れ
に
負
け
な
い
だ
け
の
水
の
曲
線
の
美
し
さ
。
何
れ
に

も
い
え
る
こ
と
は
、
明
快
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
絵
の
特
徴
は
、
濃
彩
以
上
に
匹
敵
す
る
こ
の

墨
の
力
強
さ
に
、
金
泊
を
貼
っ
た
雲
を
持
っ
て
く
る
と
い

う
、
こ
れ
等
伯
の
真
体
画
の
代
表
と
い
え
ま
す
。

　

次
は
対
照
的
な
「
松
林
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

で
す
。
余
白
を
非
常
に
大
き
く
と
っ
て
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
は
淡
墨
を
引
き
立
た
せ
る
た
め
の
濃
墨
だ
と
い
っ
て

も
い
い
く
ら
い
で
す
。
等
伯
様
の
草
体
画
の
特
徴
が
出
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
草
体
画
と
い
う
も
の
は
、
見
る
人
に

豊
か
な
想
像
を
与
え
る
画
体
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
を
見

て
、
こ
の
余
白
の
中
に
、
或
い
は
こ
の
松
の
中
に
、
何
を

感
じ
る
か
は
任
せ
る
と
。
こ
れ
が
草
体
画
の
特
徴
で
、
私

は
墨
絵
の
大
和
絵
と
い
う
見
方
で
す
。こ
う
い
う
余
白
は
、

深
い
晩
秋
の
霧
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
日
本
画
に
お
い
て
和

様
の
画
面
は
、
非
常
に
季
節
感
を
強
く
求
め
ま
す
が
、
等

伯
は
そ
れ
を
墨
絵
で
受
け
取
っ
た
。
し
か
も
こ
れ
が
、
旧

三
玄
院
の
襖
絵
の
松
が
発
展
し
、
洗
練
さ
れ
た
も
の
に
な

る
。
筆
数
は
少
な
い
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は
か
な
り
慎
重

に
描
い
た
ん
だ
ろ
う
と
。
そ
れ
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
、

大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

次
、
こ
れ
（
龍
泉
菴
蔵
、
等
伯
筆
「
枯
木
猿
猴
図
」）

が
行
体
で
す
。
こ
れ
は
牧
谿
様
の
筆
受
で
す
が
、
牧
谿
の

厳
し
い
猿
と
比
べ
、
全
体
に
曲
線
を
使
い
、
一
つ
一
つ
の

タ
ッ
チ
も
は
る
か
に
柔
ら
か
い
、
優
し
い
、
い
か
に
も
日

本
的
な
猿
で
あ
る
。
等
伯
の
代
表
的
な
行
体
画
と
見
て
、

お
か
し
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
元
に
な

る
の
は
、
牧
谿
の
猿
で
あ
っ
た
と
。

　

最
後
に
、
今
回
の
展
示
作
品
を
、
真
行
草
に
分
け
て
ス

ラ
イ
ド
で
お
話
し
し
ま
す
。

　

こ
れ
（
真
珠
庵
蔵
、
等
伯
筆
「
商
山
四
皓
図
」）
は
、

真
体
に
あ
た
り
ま
す
。
力
強
い
直
線
で
人
物
を
描
き
、
松

が
「
松
林
図
」
と
は
全
く
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ
的
確
に
描
い

て
い
る
。そ
し
て
面
白
い
こ
と
は
、真
体
の
中
核
的
モ
チ
ー

フ
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
草
体
を
所
々
わ
ず
か
に

入
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
等
伯
画
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
聚
光
院
の
「
四
愛
図
」
で
す
。
こ
の
岩
、衣
装
、

草
花
、
冬
の
梅
、
松
、
み
ん
な
明
快
に
描
い
て
、
真
体
画

の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。
直
線
的
に
素
早
く
描
く

こ
う
い
う
描
き
方
は
、
狩
野
派
を
は
じ
め
ど
の
派
に
も
な

い
、
等
伯
独
特
の
手
法
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
（
真
珠
庵
蔵
、
等
伯
筆
「
蜆
子
猪
頭
図
」）
に
は
、

行
体
の
特
徴
が
よ
く
出
て
い
ま
す
。
２
人
の
人
物
が
主
役

で
、
そ
れ
を
支
え
る
か
の
よ
う
に
、
一
部
、
草
体
に
あ
た

る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
何
れ
も
、
悟
り
を
開
い
た
自
由
自

在
な
生
き
方
を
示
し
た
人
物
画
で
す
。
そ
れ
な
り
に
真
体

で
処
理
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
磊

落
な
姿
、
そ
の
人
柄
に
あ
わ
せ
た
画
体
で
描
い
た
と
考
え

て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
（
高
桐
院
蔵
、
等
伯
筆
「
柳
に
騎
驢
図
」）
は
、

等
伯
の
行
体
画
と
し
て
は
最
も
傑
作
の
一
つ
。
４
人
が
世

を
避
け
、
商
山
で
隠
棲
生
活
を
送
っ
た
と
い
う
逸
話
に
よ

る
も
の
で
、
人
物
の
着
衣
が
真
体
と
は
か
な
り
違
う
。
優

し
い
、
し
か
も
流
れ
る
よ
う
な
線
。
そ
の
線
に
対
し
て
、

彼
の
好
み
の
松
を
描
か
ず
に
柳
を
そ
え
て
い
る
。
柳
が
、

そ
う
い
う
行
体
に
は
相
応
し
い
作
品
で
あ
る
と
。

　

こ
れ
（
三
玄
院
蔵
、
等
伯
筆
「
牛
図
」）
は
草
体
の
牛

で
す
。こ
の
牛
は
草
体
な
が
ら
、そ
の
一
部
に
真
体
と
い
っ

て
も
い
い
細
緻
な
毛
描
き
を
施
し
て
い
る
。
更
に
重
要
な

こ
と
は
、
何
故
こ
う
い
う
草
体
を
選
ん
だ
か
。
角
だ
け
を

は
っ
き
り
と
描
き
、
ど
こ
に
角
を
向
け
て
い
る
か
と
い
う

と
、
水
辺
や
大
木
に
角
を
立
て
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ

を
観
る
者
に
考
え
さ
せ
る
、
解
釈
さ
せ
る
、
草
体
方
式
に

よ
る
禅
機
画
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

以
上
、
大
徳
寺
出
陳
画
の
話
を
こ
れ
で
終
わ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

※
本
文
は
平
成
25
年
８
月
18
日
に
行
わ
れ
た
特
別
講
演
会
の

　
　

内
容
を
、
当
館
の
責
任
に
お
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
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長谷川等伯展～その多彩な画業～
　長谷川等伯は室町時代に能登国七尾に生まれ、20歳代には仏画を中心に描き、30歳代には上洛して一派を成して大名
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平成26年度　石川県七尾美術館友の会会員募集のご案内
新年度友の会会員を次の要領で募集いたします。現在会員の方で更新をご希望される方は改めてお申込み下さい。
お申込みのない場合はそのまま退会となってしまいますのでご注意下さい。
★入会手続き★　①受付開始　３月１日(土)から【年度会費1,000円】
　　　　　　　　②受付場所　当館受付カウンターまたは郵便受付（郵便振替用紙をご利用ください）

　※郵便局備え付けの振替用紙の通信欄に必要事項《会員の区別（更新･新規･元会員）･郵便番号・
　　住所･電話番号･氏名･生年月日》をご記入のうえ、会費を添えてもよりの郵便局窓口へお出し
　　下さい。払込料金120円は申込者負担となります。　　　　　

　　　　　　　　　　　郵便振替口座　００７１０―０―５０７９５
　　　　　　　　　　　加入者名　　　石川県七尾美術館　友の会

★友の会に入会すると…こんな特典があります！★
 その１　当館主催展覧会の観覧料が割引になります。
 その２　情報満載｢美術館だより｣（年度内４回発行)が郵送されます。
 その３　相互割引提携館主催の展覧会観覧料が割引になります。（会員本人のみ）
 その４　特別企画展開会式･内覧会へご招待。（無料）
 その５　販売グッズが割引になります。（一部除く）
 その６　喫茶室利用代金が10％割引になります。

割引、プレゼントなど特典いろいろ！
ぜひ当館でもご利用ください。

エントランスホール及びティールー
ムにて、Wi-Fi スポットサービスの

「FREESPOT」をご利用頂けます。

ボランティアしてみませんか？
お客様が鑑賞しやすいように目配りしていただき、時には、マナーにつ
いての声掛けなどもしていただいています。現在40名の皆さんが楽し
く、無理なく活動しておられます。
詳しくはお電話で。どうぞお気軽にお問い合わ
せください。

場所：七尾美術館の展示室内
活動：９時～13時と13時～17時（半日交替）

重要美術品「柳橋水車図屏風」（左隻）　長谷川等伯　神戸市・香雪美術館蔵　
※前期（4/26～ 5/14）展示

「竹虎図屏風」（左隻）　長谷川等伯　東京都・出光美術館蔵　
※後期（5/15～ 6/1）展示


